
令和 3年 6月 30 日 

四国地方整備 局 

令和3年度 第２回 
官民連携基盤整備推進調査費の配分を実施します 
民間と自治体が連携して取り組むインフラ施設の調査・検討を支援 

国土交通省は、「官民連携基盤整備推進調査費」の令和３年度第２回
配分として、地方公共団体が実施する 4 件の調査（道路・市街地整備の
事業化検討）の支援を決定しました。 
なお、四国地方整備局管内では、別添のとおり以下の 1 件の支援を決
定しました。

■本事業は、民間の設備投資等と一体的に計画される地方公共団体のインフラ整備（道路・
河川・都市公園・市街地整備・港湾・空港等）の事業化検討を支援するための制度です。  
 （配分先 地方公共団体、補助率 １／２） 

■募集情報や過去の実施例等は、以下をご覧ください。 
  国土交通省HP「官民連携による地域活性化のための基盤整備推進支援事業」 
 （http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kanminrenkei.html） 

○調 査 名 高松市における駐輪場及び駐車場の機能強化に向けた基盤整備検討調査 
実施主体 高松市 
対象地域 香川県高松市 

P

＜同時記者発表＞ 

国土交通省（国土政策局 広域地方政策課） 

＜問い合わせ先＞ 

四国地方整備局 企画部 広域計画課 

課  長  石岡 克浩 

 ○課長補佐  草薙 万男 

  電話 087-811-8309（広域計画課直通） 

○：主な問い合わせ先 



事業費 国費

1
高松
たかまつ

市における駐輪場及び駐車場の機能強化に向け

た基盤整備検討調査
高松市
た か ま つ し

香川県高松市
た か ま つ し

高松市中心部において、鉄道と自転車の連携を高めるとともに駐車場利用の適正化を行うた
め、民間事業者によるレンタサイクルポートの追加や複合施設の立体駐車場整備事業と合わせ
て、鉄道駅周辺駐輪場の台数適正化や市営駐車場の再整備に係る需要調査、概略検討等を行
う。

17,000 8,500

17,000 8,500

令和３年度　官民連携による地域活性化のための基盤整備推進支援事業　第２回実施事業一覧

実施計画額（千円）

計1箇所

調査名 実施主体 対象地域 概要

別添１



高松市における駐輪場及び駐車場の機能強化に向けた基盤整備検討調査

○高松市では、平坦な地形と温暖で雨が少ない気候から、自転車を利用しやすい環境が整っており、日々の生活において、多くの市民が自転車を手軽に利用する中、「自転車活用推進計
画」を策定し、自転車通行空間の整備や、放置自転車対策、交通事故防止対策等を推進し、自転車の利用環境向上に努めている。
○一方で、自動車依存型の生活習慣も見受けられ、交通渋滞や交通事故の発生、環境の悪化等の問題が生じており、需要追随型の駐車場整備から、中心市街地における適正な規模の設置
や配置、既存ストックの有効活用などへの転換が必要となっている。
○「コンパクト・プラス・ネットワーク」の構築は、四国圏広域地方計画「No．４ 全国に先駆けて進行する人口減少への「子国」支援対策プロジェクト」に位置づけられており、公共
交通と連携した「レンタサイクルの環境整備」等、二次交通の活用による、地域の活力や地域交通ネットワークの再構築が求められている。

地域の特徴等

調査計画書（案）の概要 【実施主体名：高松市】

【対象地域：香川県高松市】
(1)社会的背景・状況の変化等（きっかけ）
○H３１年３月に改訂した「高松市総合都市交通計画」
において、都心地域等への自動車流入規制を検討する
こととしている。
〇R３年3月に策定した「高松市自転車活用推進計画」
に基づき、自転車交通の役割拡大による都市環境の形
成や、安全で安心な社会の実現に向けて取り組むこと
としている。
〇国による「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対
処方針」の中で、密の回避として自転車通勤等が推奨
された。

位 置 図

たかまつ

【事業費：１７，０００千円 国費：８，５００千円】

(5)民間の活動と一体的に整備する効果
• 鉄道駅周辺駐輪場の台数適正化がレンタサイクルポートの追加
に寄与する。

• 駐車場利用の適正化、自転車利用促進による人流の活性化によ
り中心市街地の商業施設利用者増加が見込まれる。

(4)【調査内容】

① 鉄道駅周辺駐輪場の台数適正化・鉄道駅と駐輪場のｱｸｾｽ環
境整備・中心市街地の駐車場の総量適正化に係る需要調査

② 市営駐車場の再整備に係る施設内容検討、駐車場情報シス
テムの概略検討

③ ②の市営駐車場における運営・管理のPPP／PFI導入可能
性検討

(3)基盤整備の必要性（現状の課題等）
• 少子高齢化社会の到来及び環境への負荷低減等新たな社会
課題を背景に、自転車や自動車のニーズが大きく変化。

• 利用率も低下している市営駐車場について、収益性と利便
性の向上を図るため、複合施設の立体駐車場整備事業にあ
わせ、官民連携の駐車場情報システムの整備を含む再整備
が必要。

• 鉄道と自転車の連携を高めるため、レンタサイクルポート
の追加整備と併せ、鉄道駅周辺駐輪場の台数適正化を図る
必要がある。

• 民間・公共を合わせた駐輪場・駐車場を把握した上で、時
代に即した利用者ニーズを踏まえた、施策の実現に向けた
計画が必要。

(2)民間事業者の活動・新たな投資・予定

• レンタサイクルのポートの追加（R３年度～）
• 高松まちづくり株式会社が複合施設の立体駐車場整備事業を
実施（R３年度～）

密接な
関連性

南部駐車場

瓦町地下駐車場
レンタサイクルポート（既存）

N

鉄道駅周辺駐輪場（市内４６箇所）の
台数適正化、
鉄道駅と駐輪場のアクセス環境整備

レンタサイクルのポートの追加

凡 例

社会資本整備

民間での取組

市営駐車場の再整備
（PPP／PFI導入可能性検討）

JR高松駅

高松築港駅

片原町駅

瓦町駅

複合施設の立体駐車場整備事業

別添２



 PPP/PFI VFM



参考資料（本省プレス資料）
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